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■直営 □一部委託 □全部委託 ■補助等
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51,356 51,800 110 14,721

公営企業
49,826 47,222 100 15,049

投資及び出資金 貸付金 繰出金 投資的経費物件費 維持補修 補助費等 積立金
性質別内訳
人件費 扶助費 公債費

受益者負担率 0 0 0 0

117,987 119,066
計
年間経費 102,112 113,605

単価 8,000 8,000 8,000 8,000

4.20 3.30内
訳
人工 4.20 4.20

人件費 33,600 33,600 33,600 26,400

一般財源 7,169

県支出金財
源
内
訳

国庫支出金

市債

その他 68,512 80,005

92,666

85,49784,387

受益者負担分(使用料等)

事業費（千円） 68,512 80,005 84,387

事業運営方法

H17年度決算 H18年度決算 H19年度最終予算H20年度当初予算H21年度計画額 H22年度計画額 前期4年間計

医療法、浜松市引佐診療所条例、浜松市春野歯科診療所条例 × ×

市内の中山間地において適切な医療が受けられる体制として中山間地の診療所（引佐伊平診療所、引佐鎮玉診療所、引佐鎮玉診療所渋川
出張診療所、春野歯科診療所）を運営し、市民に安定的医療の提供を行っている。また、あたご診療所（天竜）、龍山診療所、龍山歯科診療所
を公設民営により支援している。
＜引佐鎮玉診療所管理運営事業＞・・・・・・・・・・・・・・引佐町鎮玉地区住民に適切な医療を受けられるよう診療所を運営する
＜引佐渋川診療所管理運営事業＞・・・・・・・・・・・・・・引佐町渋川地区住民に適切な医療を受けられるよう診療所を運営する
＜引佐伊平診療所管理運営事業＞・・・・・・・・・・・・・・引佐町伊平地区住民に適切な医療を受けられるよう診療所を運営する
＜春野歯科診療所管理運営事業＞・・・・・・・・・・・・・・春野地区住民の歯科医療の提供のため診療所を運営する
＜あたご診療所管理事業＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・上阿多古地区の医療の確保と提供及び医師の定着を図るため診療所の管理を支援する
＜龍山診療所・龍山歯科診療所運営支援事業＞・・・龍山地区の医療の確保と提供及び医師の定着を図るため診療所の運営を支援する

事業の性格分類 実施根拠（法令、条例等） 新市建設計画事業 ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ提案事業

活動内容

市民が常に身近な地域で適切な医療が受けられる体制整備を図り安定的医療を提供する。 平成 17

目的 （対象、意図、求められる結果） 開始年度 終了予定年度

事業概要

診療所管理運営事業

事業名 戦略性

健康医療総務費
（旧科目コード） 16 01 19 07 00 00

事項

目の名称 科目コード 16 01 01 15 00 00

施策・事務事業

総合医療体制の充実
計画コード

款 項 目

政策名（上位目的） 分野 部 課

所属名 健康医療課 作成者 山内　章弘

事業番号１３
【平成19年度】

課コード 001201 作成日 平成20年3月31日



A 高い

B

C

D 低い

A 高い

B

C

D 低い

A 非常に有効

B やや有効

C あまり有効でない

D 有効でない

A 単位当たり経費が前年比マイナス

B 単位当たり経費が前年とほぼ同じ

C 単位当たり経費が前年比プラス

D 評価できない

□拡大・充実

■現状のまま継続

□縮小

□廃止

・診療所の地域性や開設の経緯を考慮し引き続き適切な運営を図り、今後の医療の受給状況や施設の老朽化等に応じて再編を検討していく。

《問題意識》市民が、常に身近な地域で適切な医療が受けられる体制整備を図り、安定的医療を提供するため、診療所を運営している。全国
的な医師不足のなか、地域医療の観点から中山間地における医療体制の存続問題や市が運営する必要性などを議論願い、委員の見解を
伺いたい。

《想定結果》⑥市の実施が適当なもの

〔備考〕事業に対する市民・市民活動団体・事業者・議会からの指摘

現状
市民が身近な地域で適切な医療が受けられる体制整備は地域性も考慮し、
現状のままとする。

　　具体的な改善内容・事業の方向性等

高齢化が進み、中山間地での診療所の役割はますます増大しているが、
前年度同水準の予算で運営している。

今後の事業展開

規模 （分析・理由）

Ａ
医療が不足する過疎地域に対して住民の命と健康を守るため、行政が医
療を提供する体制が必要であるため。

事
後
評
価

有効性 （分析・理由）

Ａ
市民の生命を守る観点からも、身近な地域で安心・安全な医療が受けられ
ることは有効である。

効率性 （分析・理由）

Ｂ

　　過年度の実施内容

                            　              平成17年度患者数　　　　平成18年度患者数　　　　平成19年度患者数
　引佐伊平診療所　　　　　　　　　　　　　　3,147人　　　　　　　　　　　　3,001人　　　　　　　　　　　3,266人
　引佐鎮玉診療所　　　　　　　　　　　　　　2,790人　　　　　　　　　　　　3,065人　　　　　　　　　　　2,973人
　引佐渋川出張診療所　　　　　　　　　　　1,783人　　　　　　　　　　　　2,075人　　　　　　　　　　　2,044人
　春野歯科診療所　　　　　　　　　　　　　　1,797人　　　　　　　　　　　　2,407人　　　　　　　　　　　2,471人
　あたご診療所　　　　　　　　　　　　　　　17,577人　　　　　　　 　　　　18,522人                      19,694人
　龍山診療所　　　　　　　　　　　　　　　　　5,738人　　　　　　　　　　　　5,907人                        5,793人
　龍山歯科診療所　　　　　　　　　　　　　　1,863人　　　　　　　　　　　　1,844人                        1,574人

事
前
評
価

必要性 （分析・理由）

Ａ
市民が常に身近な地域で安心・安全な医療が受けられる体制を整備してお
く必要があるため。

行政関与の妥当性 （分析・理由）

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

定性評価

単位当たり経費変動率 ％ #DIV/0!

119,066

単位当たり経費 千円/単位 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

年間経費（事業費・人件費の合計） 千円 113,605 117,987

目標 ％

実績 ％

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

指標２ 単位 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

単位当たり経費変動率 ％ #DIV/0!

119,066

単位当たり経費 千円/単位 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

年間経費（事業費・人件費の合計） 千円 113,605 117,987

実績 ％

H20年度 H21年度 H22年度

　
目標 ％

指標１ 単位 H18年度 H19年度

定量評価


